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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
実
録
　
デ
ン
マ
ー
ク
で
何
が
あ
っ
た
か
？

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
４
１
３
Ｏ

【
作
者
名
】

　
立
花
雅
秋

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
空
手
界
の
伝
説
と
な
っ
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
二
人
の
日
本
人
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
い
わ
ゆ
る
『
デ
ン
マ
ー
ク
事
件
』
の
実
録
小
説
で
あ
る
。
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（
前
書
き
）

　
空
手
界
に
事
実
と
違
う
噂
が
流
れ
る
の
を
阻
止
し
、
青
春
の
ヒ
ー
ロ
ー
達
を

讃
え
る
為
に
、
忠
実
に
事
実
に
基
づ
い
て
書
い
た
作
品
で
あ
る
。
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日
本
に
い
る
私
が
、
何
故
デ
ン
マ
ー
ク
で
何
か
が
あ
っ
た
な
と
考
え
出
し
た

の
か
。
 

第
一
回
極
真
世
界
大
会
が
終
わ
り
、
映
画
「
地
上
最
強
の
空
手
」
そ
の
他
の
三

協
映
画
や
劇
画
も
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
頃
で
あ
っ
た
。
隔
月
刊
「
空
手
道
」
に
「

田
中
昌
彦
師
範
、
凱
旋
 

帰
国
」

と
銘
打
た
れ
た
後
に
覇
者
の
異
名
を
取
る
田
中
と
東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
の
今
松

夫
氏
の
対
談
が
極
真
の
マ
ス
コ
ミ
攻
勢
に
比
較
す
れ
ば
、
ひ
っ
そ
り
と
出
て
い

た
。
記
事
の
中
で
、
以
下
の
様
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。

田
中
：
「
面
白
い
話
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
あ
る
流
派
の
生
徒
達
が
大
勢
う
ち
に

移
っ
て
来
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
の
流
派
の
空
手
着
は
胸
に
マ
ー
ク
が
あ
り
、
そ

の
ま
ま
う
ち
で
稽
古
し
て
 

い
た
ん
で
、
し
ま
い
に
は
そ
の
流
派
の
道
場
に
見
え
た
位
で
し
た
。
マ
ス
コ
ミ

の
取
材
が
あ
る
時
に
、
外
さ
せ
た
ん
で
す
が
、
中
々
取
れ
ず
大
変
で
し
た
。
」
 

　
今
：
「
水
が
高
い
所
か
ら
自
然
に
低
い
所
に
流
れ
る
様
に
、
自
ず
と
強
い
空

手
が
残
る
と
い
う
事
か
な
。
正
に
力
で
も
ぎ
取
っ
た
北
欧
４
カ
国
だ
な
。
」
 

　そ
し
て
、
そ
の
数
年
後
、
極
真
機
関
誌
「
パ
ワ
ー
空
手
」
に
極
真
デ
ン
マ
ー
ク

支
部
長
の
「
北
欧
は
松
濤
館
一
派
の
猛
烈
な
活
動
に
よ
り
、
８
割
が
松
濤
館
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」
と
の
報
告
が
出
た
。
月
刊
に
な
っ
た
「
空
手
道
」

に
初
め
て
佐
藤
塾
が
出
た
時
も
、
佐
藤
師
範
が
「
私
は
極
真
し
か
知
ら
な
か
っ

た
。
優
勝
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
ら
せ
て
貰
い
、
空
手
に
も
本
当
に
色
々
あ
る

事
が
分
か
っ
た
。
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
ず
っ
と
後
に
は
、
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト

カ
ラ
テ
誌
で
、
佐
藤
師
範
が
ア
メ
リ
カ
修
行
時
代
を
語
り
、
「
ウ
イ
リ
ー
や
ギ

ャ
リ
ー
に
会
っ
て
お
い
た
お
陰
で
、
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
松
濤
館
の
凄
い
白
人

の
大
男
達
に
会
っ
て
も
、
そ
れ
程
驚
か
ず
に
済
ん
だ
。
」
と
ポ
ロ
ッ
と
洩
ら
す

か
の
様
に
語
ら
れ
て
い
た
。
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こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
、
「
何
か
が
あ
っ
た
な
」
と
、
私
は
考
え
出
し
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
取
材
し
た
。
そ
の
際
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
テ
ー
プ
も
残
っ
て
い
る
。

 　
　
第
一
回
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｆ
世
界
大
会
で
会
場
を
唸
ら
せ
る
強
さ
で
優
勝
し
た
田
中

が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
帰
っ
て
暫
く
し
た
頃
、
第
一
回
極
真
世
界
大
会
優
勝
者

の
佐
藤
勝
昭
と
入
賞
者
の
佐
藤
俊
和
、
東
谷
巧
の
三
名
が
デ
ン
マ
ー
ク
に
来
た
。

 　
デ
ン
マ
ー
ク
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
が
、
「
二
人
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
我
が

国
に
い
る
。
 

ど
ち
ら
が
強
い
ん
だ
？
！
デ
ン
マ
ー
ク
に
い
る
間
に
、
リ
ア
ル

世
界
一
を
決
め
よ
う
！
」
と
煽
り
、
娯
楽
の
少
な
い
時
代
に
同
国
民
達
も
注
目

し
て
「
や
れ
！
や
れ
！
」
と
騒
い
だ
。
 

　
田
中
は
「
中
山
首
席
師
範
の
許
可
も
な
く
、
変
な
舞
台
で
は
や
ら
な
い
。
」

と
マ
ス
コ
ミ
に
答
え
た
。
す
る
と
「
田
中
は
逃
げ
た
。
」
と
の
報
道
に
続
き
、

佐
藤
勝
昭
の
「
田
中
な
ん
か
７
秒
で
倒
す
！
」
と
の
談
話
が
出
た
。
 

　
こ
れ
に
田
中
は
激
怒
し
て
、
多
分
首
席
師
範
の
許
可
も
取
ら
ず
、
「
協
会
全

デ
ン
マ
ー
ク
選
手
権
大
会
会
場
で
、
大
会
終
了
後
、
１
位
２
位
３
位
２
人
の
ト

ッ
プ
４
人
と
私
の
合
わ
せ
て
５
人
と
、
極
真
の
５
人
で
、
寸
止
め
無
用
、
顔
面

突
き
あ
り
の
団
体
戦
で
勝
負
し
よ
う
！
」
と
声
明
を
出
し
た
。
国
民
の
間
で
「

セ
ン
セ
イ
・
タ
ナ
カ
が
や
る
ぞ
！
」
と
言
う
事
で
前
評
判
を
呼
び
、
大
会
当
日

は
か
つ
て
の
極
真
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
様
に
、
会
場
前
に
長
蛇
の
行
列

が
出
来
た
。
日
本
人
３
人
を
含
む
極
真
勢
も
会
場
に
来
て
２
階
以
上
の
上
の
席

に
陣
取
っ
た
。
 

　
組
織
存
亡
の
危
機
と
の
悲
壮
感
溢
れ
る
中
で
大
会
は
進
行
し
、
終
了
し
て
順

位
が
決
ま
っ
た
。
 

　
こ
こ
で
特
に
注
意
し
て
お
く
べ
き
事
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
田
中
の
弟
子
達
は
、

極
真
勢
よ
り
で
か
い
２
メ
ー
ト
ル
級
が
揃
っ
て
お
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
日
本

と
違
い
特
に
極
真
に
大
男
が
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
は
無
い
と
言
う
事
で
あ
る
。
後

に
大
山
倍
達
最
後
の
内
弟
子
と
な
り
活
躍
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
人
・
ニ
コ
ラ
ス
ぺ

タ
ス
も
大
し
て
大
き
く
無
か
っ
た
・
・
。
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試
合
場
の
上
に
、
た
っ
た
今
悲
壮
感
溢
れ
る
闘
い
の
後
、
順
位
の
決
ま
っ
た

ト
ッ
プ
４
人
の
巨
漢
と
田
中
が
立
ち
、
マ
イ
ク
で
上
の
方
の
席
に
陣
取
る
極
真

勢
に
「
降
り
て
来
い
！
さ
あ
、
勝
負
だ
！
」
と
呼
び
か
け
た
。
観
衆
も
囃
し
立

て
る
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
組
織
存
亡
の
危
機
と
の
悲
壮
感
の
中
、
協
会
全
デ
ン
マ
ー
ク
選
手
権
は
終
わ

っ
た
。
ト
ッ
プ
４
人
も
決
ま
っ
た
。
因
み
に
、
当
時
の
協
会
の
試
合
は
、
今
よ

り
も
更
に
反
則
に
甘
く
、
 

綺
麗
な
技
が
決
ま
れ
ば
、
上
段
を
打
つ
音
が
し
て
、

鼻
血
が
出
て
歯
が
飛
ん
で
も
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
見
れ
ば
顔
面
骨
折
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
く
と
も
昏
倒
せ
ぬ
限
り
、
突
い
た
方
に
旗
が
上
が
っ
た
。
 

　
２
メ
ー
ト
ル
級
の
ト
ッ
プ
４
人
と
田
中
が
試
合
場
か
ら
マ
イ
ク
で
、
上
方
階

に
陣
取
る
佐
藤
等
日
本
人
３
人
を
含
む
デ
ン
マ
ー
ク
極
真
勢
に
呼
び
か
け
る
。
 

　
「
降
り
て
来
い
！
さ
あ
、
勝
負
だ
！
」
観
衆
の
キ
ョ
ク
シ
ン
コ
ー
ル
が
激
し

さ
を
増
し
て
も
、
考
え
あ
ぐ
ね
た
の
か
極
真
勢
は
降
り
て
来
な
い
。
キ
ョ
ク
シ

ン
コ
ー
ル
は
、
何
時
し
か
ブ
ー
イ
ン
グ
に
変
っ
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ー
イ
ン
グ
が
激
し
く
な
る
中
で
、
 

渋
々
と
重
い
腰
を
あ
げ
て
中
肉
の
デ
ン

マ
ー
ク
人
が
一
人
、
試
合
場
に
降
り
て
来
て
言
っ
た
。
 

　
「
ウ
エ
イ
ト
制
に
し
て
く
れ
。
」
 

　
　
巨
漢
の
弟
子
達
を
背
後
に
従
え
、
言
下
に
田
中
は
言
っ
た
。
 

　
「
ノ
ー
！
！
武
道
は
無
差
別
だ
！
！
」
 

　
「
そ
れ
で
は
我
々
は
や
る
訳
に
は
行
か
な
い
・
・
。
」
中
肉
の
デ
ン
マ
ー
ク

人
は
引
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
 

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
入
場
料
を
払
っ
た
観
衆
達
の
暴
動
が

起
こ
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
空
手
全
体
の
名
誉
に
も
関
わ
る
。
 

　
田
中
は
あ
る
決
断
を
し
て
発
表
し
た
。
 

　
「
極
真
の
諸
君
が
ウ
エ
イ
ト
制
で
な
け
れ
ば
や
ら
な
い
と
の
事
で
す
の
で
、

松
濤
館
の
ト
ッ
プ
４
人
と
も
う
一
人
を
加
え
た
５
人
と
私
が
、
寸
止
め
無
用
の

真
剣
勝
負
の
５
人
掛
け
で
　
闘
い
ま
す
！
」
 

　
確
か
に
、
選
手
は
田
中
の
愛
弟
子
達
で
あ
り
、
田
中
に
は
殺
す
つ
も
り
も
、
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目
や
金
的
を
潰
す
つ
も
り
も
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
２
メ
ー
ト
ル
級
で

頑
丈
な
選
手
達
で
あ
り
、
田
中
は
全
盛
期
、
外
人
の
レ
ベ
ル
も
ま
だ
低
か
っ
た

か
ら
出
来
た
事
で
あ
ろ
う
。
 

　
後
に
、
２
メ
ー
ト
ル
の
外
人
と
倒
し
合
い
で
倒
す
秘
訣
を
聞
か
れ
て
、
田
中

は
答
え
た
。
 

「
連
中
に
中
段
突
き
を
入
れ
て
も
倒
れ
や
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
メ
ー
ト
ル

も
、
何
時
も
２
メ
ー
ト
ル
で
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
比
較
的
弱
い
下
半
身

を
崩
し
て
、
こ
ち
ら
の
手
の
届
く
処
ま
で
連
中
の
顔
を
下
げ
て
や
れ
ば
良
い
の

で
す
。
ま
た
、
連
中
は
臍
よ
り
下
へ
の
蹴
り
で
脅
か
す
と
嫌
が
り
ま
す
。
」
田

中
と
同
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
た
師
範
は
、
「
彼
は
相
手
の
膝
を
足
払
い
し

て
崩
し
、
同
足
、
二
枚
腰
で
上
段
回
し
蹴
り
を
頸
動
脈
に
入
れ
て
、
で
か
い
外

人
を
倒
す
の
が
得
意
だ
っ
た
。
」
と
証
言
す
る
。
 

真
剣
勝
負
の
５
人
掛
け
は
、
あ
た
か
も
「
こ
の
地
で
の
松
濤
館
の
荒
廃
こ
の
一

戦
に
あ
り
」
の
気
魄
の
塊
と
化
し
た
全
盛
期
の
田
中
が
、
突
い
て
蹴
っ
て
、
顔

面
を
突
い
て
頸
動
脈
に
回
し
 

蹴
り
を
入
れ
て
、
全
員
を
昏
倒
さ
せ
完
勝
し
た
。
何
人
か
は
救
急
車
で
病
院
に

運
ば
れ
た
が
、
最
重
量
の
１
３
０
キ
ロ
以
上
級
の
選
手
に
は
、
そ
れ
だ
け
田
中

も
安
心
し
て
思
い
切
り
蹴
れ
た
 

の
で
あ
ろ
う
か
、
彼
は
一
週
間
、
こ
ん
睡
か
ら
覚
め
な
か
っ
た
。
 

　
こ
の
時
の
観
衆
や
報
道
を
注
意
深
く
見
て
い
た
国
民
の
中
で
は
、
そ
れ
ま
で

の
経
緯
、
試
合
場
で
の
極
真
勢
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
彼
等
が
避
け
た
ト
ッ
プ
４
人

を
含
む
５
人
の
巨
漢
を
大
観
衆
 

の
前
で
、
か
の
地
で
は
小
男
の
田
中
が
昏
倒
さ
せ
た
事
実
か
ら
、
「
シ
ョ
ー
ト

ー
カ
ン
」
「
セ
ン
セ
イ
・
タ
ナ
カ
」
の
評
価
は
揺
ぎ
無
い
物
と
な
っ
た
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
空
手
の
事
を
分
か
っ
て
い
な
い
デ
ン
マ
ー
ク
人
も
お
り
、
彼
等

の
間
で
あ
る
混
乱
が
生
じ
、
そ
の
原
因
を
作
っ
た
の
が
ま
た
も
極
真
だ
っ
た
の

で
、
更
に
田
中
が
激
怒
す
る
事
に
な
る
・
・
。
 

　
　
こ
の
大
会
後
、
前
に
佐
藤
の
談
話
と
し
て
「
田
中
な
ん
か
７
秒
で
倒
す
！
」

と
載
せ
た
極
真
擁
護
派
の
新
聞
に
も
『
田
中
５
段
、
５
人
掛
け
達
成
！
』
の
記

事
は
大
き
く
出
た
。
但
し
、
そ
の
記
事
に
『
極
真
会
生
徒
募
集
！
初
心
者
歓
迎
、
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懇
切
丁
寧
責
任
指
導
云
々
』
の
記
事
と
同
じ
位
の
大
き
さ
の
広
告
も
付
け
た
、

空
手
に
付
い
て
分
か
っ
て
い
な
い
一
部
の
デ
ン
マ
ー
ク
人
を
錯
誤
に
陥
れ
る
多

分
に
詐
欺
的
な
記
事
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
極
真
は
マ
ス
コ
ミ
の
扱
い
に
は
デ

ン
マ
ー
ク
で
も
長
け
て
い
る
様
で
あ
っ
た
。
 

　
田
中
の
偉
業
を
見
て
、
勿
論
協
会
道
場
に
入
門
し
た
者
や
極
真
か
ら
移
っ
た

者
も
い
た
だ
ろ
う
が
、
新
聞
記
事
を
見
て
錯
誤
に
陥
り
、
極
真
道
場
に
入
門
す

る
者
も
多
か
っ
た
。
 

　
か
の
地
で
は
、
空
手
道
場
は
３
か
月
毎
の
コ
ー
ス
を
契
約
し
、
そ
れ
を
更
新

し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
『
強
い
日
本
人
・
セ
ン
セ
イ
・
タ
ナ
カ
』
に
習

い
た
く
て
、
新
聞
記
事
で
錯
誤
に
陥
り
極
真
に
入
門
し
た
者
達
は
、
待
て
ど
も

待
て
ど
も
「
セ
ン
セ
イ
・
タ
ナ
カ
」
が
極
真
道
場
に
現
れ
な
い
の
で
騒
ぎ
出
し
、

そ
の
内
、
真
実
が
分
か
り
、
最
初
の
３
か
月
コ
ー
ス
が
終
わ
る
と
同
時
に
、
極

真
空
手
着
の
ま
ま
協
会
道
場
に
移
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
冒
頭
に
書

い
た
隔
月
刊
・
空
手
道
誌
の
対
談
記
事
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
大
山
総
裁
存
命
中

の
パ
ワ
ー
空
手
誌
で
の
極
真
デ
ン
マ
ー
ク
支
部
長
の
報
告
記
事
の
裏
事
情
で
あ

っ
た
。
・
・
・
何
と
な
く
劇
画
「
空
手
バ
カ
一
代
」
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
カ

ン
フ
ー
一
派
と
の
話
を
、
梶
原
が
創
作
す
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
た

気
が
し
て
な
ら
な
い
。
 

　
田
中
に
す
れ
ば
、
自
分
は
や
り
た
く
な
か
っ
た
が
、
佐
藤
の
「
田
中
な
ん
か

７
秒
で
倒
す
！
　
」
と
の
無
礼
で
挑
発
的
談
話
が
新
聞
に
出
た
か
ら
こ
そ
、
衆

人
環
視
の
舞
台
を
設
定
し
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
極
真
一
派
は
会
場
に
来
な
が
ら

ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
。
更
に
、
自
分
が
愛
弟
子
と
傷
つ
け
合
っ
て
成
し
遂
げ
た
偉

業
を
商
売
に
利
用
す
る
・
・
。
 

　
愚
弄
さ
れ
て
い
る
気
が
し
て
、
激
怒
す
る
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
っ
た
。
 

佐
藤
は
卑
怯
な
デ
ン
マ
ー
ク
極
真
の
シ
ン
ボ
ル
に
見
え
る
。
 

　
そ
ん
な
時
、
弟
子
の
一
人
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。
「
自
分
が
経
営
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
に
例
の
３
人
が
来
て
い
ま
す
。
」
 

　
他
の
弟
子
達
も
店
に
急
行
し
て
言
っ
た
。
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
迫
力
は
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
 

「
セ
ン
セ
イ
・
タ
ナ
カ
が
話
が
あ
る
そ
う
だ
。
家
ま
で
来
て
く
れ
。
」
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佐
藤
達
一
行
も
、
十
分
に
理
由
の
あ
る
事
だ
っ
た
が
当
時
、
田
中
が
考
え
て

い
る
様
な
卑
怯
卑
劣
な
連
中
で
は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
飯
の
途
中
な

が
ら
田
中
の
家
ま
で
や
っ
て
来
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
こ
こ
で
断
わ
っ
て
お
く
が
、
佐
藤
勝
昭
は
見
た
目
こ
そ
ご
つ
い
が
、
一
言
話

す
と
、
冗
談
に
思
わ
れ
る
位
の
、
朴
訥
で
い
な
が
ら
甲
高
い
小
鳥
の
様
な
可
愛

い
声
で
迫
力
が
激
減
す
る
。
悪
い
人
間
で
も
喧
嘩
す
る
人
間
で
も
な
い
の
が
す

ぐ
分
か
る
。
凄
味
皆
無
に
な
り
、
や
く
ざ
映
画
に
は
と
て
も
使
え
な
い
。
笑
っ

て
し
ま
う
位
で
あ
る
。
・
・
そ
こ
が
案
外
、
彼
が
人
種
を
問
わ
ず
女
性
に
も
て

る
秘
密
で
あ
ろ
う
か
。
 

　
一
方
田
中
は
、
艶
の
あ
る
低
音
の
良
い
声
で
、
や
は
り
人
種
を
問
わ
ず
も
て

る
の
だ
が
、
あ
れ
で
激
怒
し
た
ら
虎
や
土
佐
闘
犬
・
ピ
ッ
ト
ブ
ル
み
た
い
な
殺

気
と
威
圧
感
が
部
屋
中
に
充
満
す
る
だ
ろ
う
。
あ
の
顔
と
声
と
恐
怖
の
オ
ー
ラ

は
や
く
ざ
映
画
に
も
十
分
使
え
る
。
実
際
、
映
画
「
ゴ
ル
ゴ
１
３
」
主
演
の
声

も
掛
か
っ
た
。
日
本
で
日
本
青
年
社
の
次
に
大
き
な
右
翼
の
大
行
社
が
道
場
を

作
っ
た
時
も
、
ま
ず
田
中
を
招
聘
し
ょ
う
と
し
た
。
（
田
中
が
行
け
な
い
の
で
、

田
中
の
推
薦
で
巨
漢
の
猛
者
・
椎
名
勝
利
が
行
っ
た
。
）
 

　
だ
か
ら
、
私
が
敢
て
淡
々
と
書
く
言
葉
に
は
読
者
諸
君
で
、
内
容
以
外
の
凄

味
・
殺
気
・
 

や
ば
さ
を
加
え
て
読
ん
で
欲
し
い
。
 

　
３
人
に
、
田
中
は
言
っ
た
。
 

「
極
真
会
っ
て
や
り
方
が
ひ
ど
い
ね
え
。
俺
に
も
自
尊
心
が
あ
る
。
何
で
御
前

な
ん
か
に
俺
が
７
秒
で
倒
さ
れ
る
ん
だ
よ
！
御
前
等
今
か
ら
、
一
人
づ
つ
目
突

き
・
金
蹴
り
あ
り
の
野
試
合
で
や
っ
て
や
っ
て
も
良
い
ん
だ
ぞ
。
そ
れ
が
嫌
な

ら
土
下
座
し
ろ
！
」
 

３
人
は
、
田
中
の
高
弟
の
前
で
「
オ
ス
、
オ
ス
」
言
っ

て
聞
い
て
い
た
。
 

　
勝
昭
が
、
『
あ
の
』
声
で
言
っ
た
。
 

「
土
下
座
は
勘
弁
し
て
下
さ
い
。
で
も
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
、

英
語
は
良
く
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
オ
ス
、
オ
ス
言
っ
て
い
た
ら
新
聞
記
者
が
、

『
７
秒
で
倒
す
』
と
か
、
ど
ん
ど
ん
自
分
の
言
っ
て
い
な
い
事
を
書
い
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。
自
分
、
英
語
が
駄
目
な
の
で
、
何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
良
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く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
他
の
二
人
も
謝
っ

た
。
 

　
先
頃
、
９
３
歳
で
大
往
生
さ
れ
た
稲
川
会
の
稲
川
聖
城
総
裁
は
「
浜
田
幸
一

の
野
郎
、
俺
が
怒
っ
て
い
る
と
聞
く
と
、
す
ぐ
に
現
わ
れ
て
泣
い
て
土
下
座
し

や
が
る
。
」
と
、
土
下
座
慣
れ
し
て
い
る
政
治
家
に
な
っ
た
か
つ
て
の
子
分
を

「
調
子
の
良
い
奴
の
安
っ
ぽ
い
涙
、
安
っ
ぽ
い
土
下
座
な
ん
か
本
気
に
す
る
か

よ
。
あ
の
馬
鹿
が
。
」
と
言
う
感
じ
で
、
北
野
た
け
し
と
の
対
談
で
語
ら
れ
た
。

 　
し
か
し
、
世
の
中
に
は
安
っ
ぽ
く
土
下
座
は
し
な
く
て
も
、
余
程
誠
意
が
伝

わ
る
謝
罪
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
あ
の
小
鳥
の
様
な
可
愛
い
声
で
謝
る
５
歳
ほ

ど
下
の
佐
藤
を
見
て
、
田
中
は
長
年
、
ヤ
バ
筋
を
見
て
来
た
人
間
と
し
て
、
佐

藤
の
言
う
事
に
嘘
は
無
い
の
を
感
じ
た
。
ま
た
、
笑
っ
て
し
ま
い
た
く
な
る
外

貌
と
声
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
好
感
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

　
田
中
は
言
っ
た
。
 

「
分
か
っ
た
。
貴
方
の
誠
意
は
伝
わ
っ
た
。
空
手
界
の
為
で
も
あ
る
し
、
友
達

に
な
ろ
う
。
め
し
の
途
中
で
呼
び
つ
け
て
悪
か
っ
た
な
。
め
し
で
も
喰
っ
て
け

よ
。
」
 

　
 

３
人
は
最
初
こ
そ
好
待
遇
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
金
に
汚
い
正
体
を
現
し
た

雇
い
主
の
極
真
支
部
長
ジ
ョ
ー
ゲ
ン
が
給
料
を
中
々
払
わ
な
い
為
か
、
食
事
に

も
贅
沢
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
海
外
で
日
本
食
を
食
べ
よ
う
と
す
れ

ば
、
現
地
の
食
事
よ
り
ず
っ
と
金
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
日
本
食
に
飢
え
て
い
た
３
人
の
食
い
っ
ぷ
り
は
、
先
程
ま
で
険
悪
だ
っ
た
田

中
や
高
弟
を
前
に
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
凄
ま
じ
か
っ
た
。
元
来
、
悪
い
人

間
で
は
無
く
、
爽
や
か
な
男
達
だ
と
言
う
事
だ
ろ
う
。
特
に
一
番
若
く
小
柄
な

東
谷
の
食
い
方
が
、
凄
か
っ
た
そ
う
だ
。
ま
る
で
飢
餓
状
態
の
人
間
の
様
に
両

手
に
め
し
を
掴
み
、
左
右
の
手
の
め
し
を
交
互
に
む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
・
・
。
 

　
次
々
に
炊
い
た
の
か
、
道
場
の
行
事
用
に
幾
つ
も
御
釜
が
あ
っ
た
の
か
分
か

ら
な
い
が
、
３
人
で
御
釜
３
つ
を
空
に
し
た
そ
う
だ
。
 

　
大
山
総
裁
が
自
著
「
わ
が
カ
ラ
テ
、
日
々
研
鑽
」
の
中
で
、
可
愛
が
っ
て
い

た
東
谷
が
、
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
デ
ブ
に
な
っ
て
帰
国
し
た
事
を
嘆
い
て
い
た
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事
が
思
い
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
真
樹
著
「
極
真
カ
ラ
テ
２
７
人
の
侍
」
の
中
で

も
同
じ
様
な
記
述
が
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
 

　
東
谷
は
帰
国
後
も
、
協
会
本
部
や
全
国
大
会
に
「
田
中
先
生
い
ま
す
か
？
」

と
慕
っ
て
来
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
 

　
　
 

　
　
あ
あ
・
男
達
の
輝
け
る
日
々
に
乾
杯
！

　
　
我
が
青
春
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
田
中
昌
彦
、
佐
藤
勝
昭
、
佐
藤
俊
和
、
東
谷
巧

諸
氏
の
壮
健
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。
 

（
終
わ
り
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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